第19期　事　業　報　告　書
（2018年7月1日～2019年6月30日）
法人の名称　特定非営利活動法人 よこはま里山研究所
１　事業の成果
　第19期は、主催事業への参加者数が全体で2,569名と過去最高を記録した（第17期2,111名→第18期2,241名）。内訳をみると、「NORAの山仕事」「もったいないから竹細工」の参加者が大きく増加しており、この2事業の押し上げ要因が効いている。「NORAの山仕事」の参加者には、「里山保全ボランティアの安全技能研修」の受講者も多く、参加人数の増加だけではなく里山保全を図るうえでの質的な向上も図ることができた。「もったいないから竹細工」については、希望者に対して受入可能な人数が少なかったので開催回数を増やしたところ、参加者数が急増した。「竹を活かす山仕事」と合わせて、竹細工関連の自主事業は参加費収入による自立的な運営の軌道に乗ってきた。

　「はまどまプロジェクト」については、持続的な運営を目ざすには運営体制の改善や施設的な改修が必要という認識から、昨期から改革を進めてきた。多くの関係者の支援をいただきつつ、「はまどま寄り合い」の議論を受けて、第19期中に「はまどま」を地域に開くための第1期改修工事を完了した。しかし、まだ途中段階であるので、次の改修工事に向けた検討を進めるとともに、定期的な「はまどまオープン」を通して、地域住民が気軽に立ち寄れる居場所としての認知度を高め、「街なかの里山の入口」としての機能を高めていきたい。

　財務的には、自主事業収入や受託事業収入などが予算よりも増え、収支では5期連続で黒字となり、中長期的な目標に向けて投資できる体力が蓄えられてきた。一方、運営スタッフの平均年齢が高まっており、世代交代を図るための具体的な実施計画が必要となっている。あらためて、中長期的なビジョンを考え、次の事業段階（サードステージ）へと踏み込む時期を迎えていると言えよう。
２　事業内容
１）特定非営利活動に係る事業
(1) 里山（樹林地や農地等）の保全・活用、里山と人をつなぐ活動
ア　ヤマ事業
・内　　　容　①NORAの山仕事（川井緑地の樹林地保全）［協力：プルデンシャル生命保険株式会社］、②竹を活かす山仕事（中井町での竹林保全）［助成：セブンイレブン記念財団2018年度環境市民活動助成、東京ガス「森里海つなぐプロジェクト」］、③よこはま里山レンジャーズ（環境保全ボランティアの派遣、若手ボランティアリーダーの育成）［連携：認定NPO法人自然環境復元協会、助成：横浜市市民活動推進基金［よこはま夢ファンド］］、④里山保全ボランティアの安全技能研修［助成：平成30年度「緑の募金」公募事業、協力：株式会社かんぽ生命保険］⑤山道具の安全使用の推進［提携：株式会社シンコー］、⑥まちの近くで里山をいかすシゴトづくり［協力：かんぽ生命保険株式会社、助成：ファンケル「HAPPYエコルーレット」］など
・日　　　時　通年
・場　　　所　①④川井特別緑地保全地区（旭区下川井町）、②中井町など、③横浜市内5か所、⑥新治里山公園（緑区新治町）など
・従事者人員　6人
・受益対象者　樹林地の保全・活用に関心のある者　792人（①391人、②124人、③63人、④49人、⑤165人）
・支　出　額　2,171,539円

イ　ノラ事業
・内　　　容　森と畑と音楽と
・日　　　時　通年
・場　　　所　厚木市七沢
・従事者人員　1人
・受益対象者　農地の保全・活用に関心のある者　258人
・支　出　額　0円

(2) 持続可能な地域コミュニティづくり、暮らしの提案、イベントの企画・運営
ア　ムラ事業
・内　　　容　①NORA野菜市、②生産者の心とともに季節を味わう神奈川野菜の食事会、③もったいないから竹細工（竹かご教室・竹細工工房）［助成：セブンイレブン記念財団2018年度環境市民活動助成、東京ガス「森里海つなぐプロジェクト」］、④はまどまで土間仕事、⑤里山の恵み・伝統文化と出会う上映会［共催：郷土映像ラボラトリー］、はまどま手習い塾（季節の素材でスイーツメイキング、身近な素材で簡単おいしい薬膳ごはん、お香のてならい、寄り合いライヴなど）、⑥はまどま諸々など

・日　　　時　通年

・場　　　所　はまどま（南区宿町2-40大和ビル119）
・従事者人員　15人
・受益対象者　持続可能な地域コミュニティづくりに関心のある者　1,022人（②62人、③648人、④26人、⑤60人、⑥226人）
・支　出　額　2,953,659円
イ　ハレ事業
・内　　　容　伊勢佐木町地モノ市
・日　　　時　2018年11月4日
・場　　　所　伊勢佐木町商店街
・従事者人員　8人
・受益対象者　里山保全・地産地消に関心のある者　約100人
・支出額　　　0円

(3) 里山の生物-文化の多様性保全に資する普及啓発、情報発信
ア　イキモノ事業
・内　　　容　①旬の里山探訪［連携：NPO法人新治里山「わ」を広げる会］、②トンボはどこまで飛ぶかフォーラム
・日　　　時　通年
・場　　　所　①緑区新治町、②京浜臨海部
・従事者人員　2人
・受益対象者　生き物に関心のある者　345人（①191人、②154人）
・支出額　　　0円
イ　広報事業
・内　　　容　ウェブサイトの更新、「里山と暮らしをつなぐメールマガジン」配信、SNS（twitter・facebook）による情報発信、年間報告書の作成、ウェブサイト「里山コネクト」［協働：NPO法人NPOコミュニケーション支援機構］
・日　　　時　通年
・場　　　所　インターネット空間ほか
・従事者人員　10人
・受益対象者　里山に関心のある者　訪問者数3,511人、閲覧頁数11,199（月平均）
・支出額　　　24,014円
(4) 里山に関する調査研究・コンサルティング・人材育成・講師派遣等
ア　協働・委託事業
・内　　　容　①ビオトープ整備のアドバイザー派遣［委託：横浜市環境創造局］、②長浜公園トンボ池等管理、野島公園ビオトープ水路環境調査、本牧市民公園とんぼ池環境管理［委託：（公財）横浜市緑の協会］、③本牧市民公園、根岸森林公園トンボとり大作戦、④森づくり個人ボランティア派遣及び体験事業業、⑤Green Gift 地球元気プログラム［委託：NPO法人日本NPOセンター、協賛：東京海上日動火災保険株式会社］など
・日　　　時　通年
・場　　　所　①横浜市内の小中学校11校、②長浜公園、野島公園（金沢区）、③本牧市民公園、根岸森林公園（中区）、⑤小松・城北地区（相模原市緑区）など
・従事者人員　4人
・受益対象者　里山に関心のある行政・企業・市民等　（⑤84人）
・支出額　　　5,218,501円
イ　委員・講師派遣等
・内　　　容　委員、講師・執筆など
・日　　　時　通年
・場　　　所　各地
・従事者人員　4人
・受益対象者　里山に関心のある行政・企業・市民団体等
・支出額　　　0円
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